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下記の日程を予定しております。

教育懇談会 のお知らせ2017年度

日時：2017年11月4日（土）
　　　10:00～16:00
場所：大阪経済大学

　本年度もホームカミングデーを開催します。
学生時代のゼミの先生や同窓生との再会をお楽
しみください。色々な催しをご用意して、皆様
のお越しをお待ちしています。

のご案内ホームカミングデー

お問い合わせ先　総務部または大樟会事務室

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
6.17 土

大学祭も
同時開催!!

岡
山 受付 10:00～

▶岡山プラザホテル
6.24土

米
子

時間指定制
 （10:00～16:00）

▶国際ファミリープラザ
7. 8 土

和
歌
山

時間指定制
 （10:00～16:00）

▶ホテルグランヴィア和歌山
7. 9 日

京
都 受付 10:00～

▶TKPガーデンシティ京都
7. 1 土

▶JRホテルクレメント高松

高
松

主将：道関彩夏さん（経営学部4年）

　去年、3部から2部に昇格しまし
た。今年の目標は過去最高順位での
2部残留。練習量を増やし、個人で
もやるべきことをしっかりやり、チ
ームワークを大事に試合に臨みたい。
ほとんどが初心者で全員が同じスタ
ートラインですが、みんな本気で取
り組んでいます。新入生もぜひ一緒
に戦ってほしいです。

副部長：浦上直樹さん（人間科学部3年）

　毎年恒例の10月の定期演奏会に向
けて練習を重ねています。集中して
練習し、遊ぶ時は楽しく盛り上がる
など、オンとオフがハッキリしてい
ます。マンドリン未経験者がほとん
どですが、練習により上達し演奏を
楽しめます。先輩たちが優しくて、
学業や将来に関するアドバイスがも
らえるところも嬉しいです。

新副部長：柏木翔太さん（経済学部3年）

　みんな和気あいあいとした楽しい
クラブで、主に火曜・水曜に集まっ
て将棋をさしています。初心者には
先輩がしっかりと教えてくれます。
また、将棋に由来する名所を訪れる
など、夏休みの合宿なども楽しみの
ひとつです。将棋の魅力は相手と対
話しながら戦略を考えること。女子
部員も大歓迎です。

受付 10:00～6.25日
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副主将：堀切雅之さん（情報社会学部4年）

　1部昇格をめざして頑張っていま
す。そのため体づくりに特化したト
レーニングを重ねています。
　男子ラクロスの魅力はプレーの激
しさ。大経大のチームには個性的な
選手がたくさんいますが、部員数で
は中規模。新入部員をできるだけ多
く獲得したいです。

●ラクロス部（男子） ●ラクロス部（女子） ●将棋部 ●マンドリンクラブ ●よろず相談

　新入生歓迎行事の「スプリングフェスティバル」が、4月4日（火）・5
日（水）の2日間、午前11時から、D館前広場を中心に開催された。初日
は、入学したばかりの１年生や、新学期を迎えた在学生らでキャンパス
が賑わうなか、オープニングプログラムとして、吹奏楽総部が人気アニ
メ映画の主題曲などを演奏。チアリーダー部も「野球応援メドレー」をは
じめとした元気なパフォーマンスを披露。統制の取れた演技に大きな拍手が送
られていた。本学のキャラクター「はてにゃん。」も参加して、ポンポンを手に踊り出
す姿に、「かわいい～」の歓声も。D館前では他にも、クイズ大会・腕相撲大会・ダンス
パフォーマンス・ビンゴ大会など、さまざまなイベントが行われ、終日盛り上がった。
　また、体育会（30団体）、芸術会（10団体）、学術会（8団体）、独立総部（3団体）などの
クラブとサークル（43団体）による工夫を凝らしたアピールで1年生部員の勧誘に奮闘し
ていた。

代表：安阪雄大さん（経済学部3年）

　どのような授業を取れば良いかな
どの履修相談から奨学金の申請方法、
資格の取得、クラブ紹介から友だち
づくりの方法、大学での服装まで、
何でも受け付けています。初めての
大学生活の不安を取り除いてあげら
れるよう、丁寧な応対を心がけてい
ます。一日に30～40人の新入生が相
談にやってきます。

～2017年度 新入生歓迎行事～スプリ
ングフェスティバル
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吹
奏
楽
総
部
の
演
奏
と
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
合
唱
で
幕
を

開
け
た
式
典
で
は
、
ま
ず
来

賓
の
田
村
正
晴
大
樟
会
会
長

が
、
続
い
て
德
永
光
俊
学
長
、

佐
藤
武
司
理
事
長
、
各
学
部

長
、
研
究
科
長
が
登
壇
。
各

学
部
学
科
、
研
究
科
の
総
代

　

２
０
１
７
年
度
入
学
式
が
４
月
１
日（
土
）、
午
前
と
午
後

の
部
に
分
け
て
、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
新
入

生
は
、
経
済
学
部
７
２
８
名
、
経
営
学
部
第
１
・
２
部
７
０
４

名
、
情
報
社
会
学
部
３
０
９
名
、
人
間
科
学
部
２
０
８
名
、

経
済
学
研
究
科
７
名
、
経
営
学
研
究
科
４８
名
、
経
営
情
報
研

究
科
９
名
、
人
間
科
学
研
究
科
８
名
の
計
２
０
２
１
名
。

　

２
０
１
６
年
度
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
３
月
１８
日（
土
）、

Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
午
前
の
部
に
は
経
済
学

部
６
４
５
名
、
人
間
科
学
部
２
１
０
名
、
経
済
学
研
究
科
２

名
、
人
間
科
学
研
究
科
６
名
が
、
午
後
の
部
に
は
経
営
学
部

５
６
６
名
、
情
報
社
会
学
部
・
経
営
情
報
学
部
２
４
８
名
、

経
営
学
研
究
科
３６
名
、
経
営
情
報
研
究
科
８
名
が
教
職
員
、

後
輩
た
ち
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
本
学
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ

た
。

　新年度に向けてすぐに役に立つ情報を提
供し、今後の教育の方向性を学ぶことを目
的として、河合塾から成田秀夫氏をお招き
し、初年次教育についてお話しいただきま
した。大学卒業後はジェネリックスキルと
呼ばれる、専門に関わらず、社会で必要な

能力・態度・志向が求められており、あら
ゆる業種・職種を超えて活用できるスキル
を身に付ければ、時代の変化に耐え抜くこ
とができるといいます。
　初年次教育は、自ら課題を見つけ解決す
る能動的な学びへの転換点となりますが、
そのためのカリキュラム設計をしっかり行
う必要があります。また、アクティブラー
ニングを取り入れる際には、認知プロセス
の外化、つまり「分からないことが分かる」
ということが重要ということでした。参加
者からは自身の授業改善に取り入れられる
アイデアが多く提示されており、参考にな
ったという声が聞かれました。
【参加者】教員23名、職員9名　合計32名

　2016年10月着任者1名、2017年4月着任
者5名を対象に実施されました。内容は、
德永光俊学長による「本学の歴史と教育課
題」、田中美也子広報課長による広報活動紹
介、そして情報処理センターによる本学の
IT環境とその使い方の説明でした。

　例年、新任教員に向けて新任者研修を行
っていますが、その一環で全学FDフォーラ
ムを実施しています。今年は新任以外の教
員も4名の参加があり有意義なワークショ
ップとなりました。【参加者】教員10名

学生を伸ばす初年次教育 
~現代社会をタフに生き抜く若者を育てるために~
成田 秀夫 河合塾教育イノベーション本部 開発研究職 ⁄ 講師

学生がいきいき学ぶ
授業のコツ
古宮 昇 人間科学部 教授(臨床心理学)

大学をより深く理解する
第34回全学FDフォーラム 新任者研修会 第35回全学FDフォーラム

●2017年3月2日（木）10:30～12:00　　E館3階　E32教室

●2017年4月3日（月） 
11:00～17:00（13:00～15:20を除く）
J館3階 特別会議室

●2017年4月3日（月）13:00～15:00
　　E館5階　E54教室

　
全
学
F
D
委
員
会
で
は
、
本
学
の
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
3
月
と
4
月
に
2
回

の
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
し
て
新
任
者
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
ま
ず
、
新
入
生

の
入
学
を
祝
い
、
吹
奏
楽
総

部
の
演
奏
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、
続

い
て
学
長
・
理
事
長
・
大
樟

会（
同
窓
会
）会
長
・
後
援
会

会
長
・
各
学
部
長
・
研
究
科

長
が
登
壇
し
紹
介
さ
れ
た
。

　

德
永
光
俊
学
長
は
式
辞
と

し
て
、「
大
学
と
い
う
新
し
い

文
化
に
飛
び
込
み
、
多
様
な

考
え
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
打

ち
込
め
る
も
の
を
見
つ
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
友
だ
ち
・

教
員
・
地
域
と
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
。
初
代
学
長
の
言
葉

『
道
理
は
天
地
を
貫
く
』
を
各

人
の
解
釈
で
捉
え
、
人
の
生

き
る
道
に
つ
い
て
一
生
考
え
続

け
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
う

え
で
、「
私
た
ち
教
職
員
は
新

入
生
一
人
ひ
と
り
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。
共
に
大
学
生

活
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
新
入
生
に
訴
え
か
け
た
。

　

新
入
生
宣
誓
で
は
、
午
前

の
部
は
経
済
学
部
の
松
田
晴

輝
さ
ん
、
午
後
の
部
は
経
営

学
部
の
今
津
光
貴
さ
ん
が

「
私
た
ち
は
大
経
大
の
学
生
と

し
て
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、

才
能
を
開
花
さ
せ
る
べ
く
積

極
的
に
勉
学
に
励
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
と

の
絆
を
大
切
に
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
と
な
る
よ

う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
」
と

決
意
を
表
明
し
た
。

　

続
い
て
佐
藤
武
司
理
事
長

が
、「
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、

目
標
を
決
め
て
努
力
し
て
ほ

し
い
。
時
代
は
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
。
殻
を
破
り
自
分

の
考
え
で
動
け
る
能
動
的
な

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
つ

な
が
る
力
を
感
じ
な
が
ら
青

春
の
炎
を
燃
や
し
、
後
悔
し

な
い
４
年
間
で
あ
る
よ
う
祈

っ
て
い
る
」
と
言
葉
を
贈
っ

た
。

　

式
典
終
了
後
、
新
入
生
は

ク
ラ
ス
別
に
各
教
室
に
移
動

し
入
学
書
類
の
授
受
が
、
保

護
者
に
対
し
て
は
学
部
紹
介

が
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
・

経
営
学
部
・
情
報
社
会
学

部
・
人
間
科
学
部
の
４
会
場

で
は
、
学
部
長
な
ど
が
各
学

部
の
め
ざ
す
教
育
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
徴
、
資
格
取
得

や
将
来
の
進
路
な
ど
に
つ
い

て
概
要
を
説
明
。
保
護
者
は

そ
れ
ぞ
れ
に
真
剣
な
表
情
で

話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

希
望
を
抱
き
、社
会
へ
と

   

巣
立
つ
学
生
た
ち

に
卒
業
証
書
や
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
後
、
総
代
個
人
に

は
成
績
優
秀
者
を
讃
え
る
黒

正
賞
の
賞
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

式
辞
で
は
、
德
永
学
長
が

「
若
い
感
性
を
生
か
し
、
感
動

を
積
み
重
ね
よ
う
。
そ
れ
が

本
当
の
生
き
る
力
に
つ
な
が

る
。
本
学
初
代
学
長
で
あ
る

黒
正
巌
博
士
は
『
道
理
は
天

地
を
貫
く
』
と
言
っ
た
が
、
人

が
生
き
る
た
め
の
道
理
は
世

界
を
貫
い
て
い
る
。
大
経
大

生
し
か
言
え
な
い
こ
の
言
葉

を
胸
に
刻
ん
で
ほ
し
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
佐
藤
理
事
長
が
、

「
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
、
日
本

の
将
来
を
支
え
る
。
社
会
に

は
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、

大
学
で
得
た
誇
り
と
自
信
を

も
っ
て
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。
田
村
大
樟
会

会
長
は
「
世
界
で
活
躍
す
る

９
万
５
千
名
を
超
え
る
卒
業

生
が
、『
こ
の
大
学
で
学
べ
て

よ
か
っ
た
』
と
考
え
て
く
れ

て
い
る
。
皆
さ
ん
も
大
阪
経

済
大
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
」
と

卒
業
生
に
祝
辞
を
、
保
護
者

の
方
々
へ
ね
ぎ
ら
い
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

卒
業
生
代
表
に
よ
る
答
辞

で
は
、
午
前
の
部
は
人
間
科

学
部
の
小
原
駿
介
さ
ん
が

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

私
が
支
え
る
番
。
一
歩
ず
つ

前
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

思
い
を
語
り
、
午
後
の
部
は

経
営
学
部
の
柳
川
翔
さ
ん
が

「
瞬
く
間
の
４
年
間
だ
っ
た
。

大
学
で
得
た
経
験
を
人
生
の

糧
と
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。
最
後
に
全
員
で
、
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ド
で
学

歌
を
斉
唱
。
卒
業
式
は
晴
れ

や
か
に
閉
会
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
卒
業
生
は

ゼ
ミ
毎
に
分
か
れ
、
担
当
教

員
か
ら
卒
業
証
書
を
一
人
ひ

と
り
手
渡
さ
れ
た
。
家
近
良

樹
ゼ
ミ（
１６
名
）で
は
、
家
近

教
授
が
「
ど
ん
な
時
代
に
も

元
気
で
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
」

と
激
励
。
遠
州
尋
美
ゼ
ミ

（
１３
名
）で
は
、
遠
州
教
授
が

「
社
会
人
と
し
て
３
つ
の
約
束

『
嘘
を
つ
か
な
い
』『
裏
切
ら

な
い
』『
遅
れ
な
い
』
を
心
に

留
め
て
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
っ
た
。
長
田
寛
康
ゼ
ミ（
２

名
）で
は
、
長
田
教
授
が
「
身

体
を
大
切
に
し
て
、
育
て
て

く
れ
た
ご
家
族
に
恩
返
し
を
」

と
語
っ
た
。

　

足
代
訓
史
ゼ
ミ（
１８
名
）で

は
、
足
代
准
教
授
が
「
実
社

会
で
は
自
分
を
守
る
の
は
自

分
だ
け
。
自
分
を
大
切
に
生

き
て
ほ
し
い
」
と
真
摯
な
言

葉
で
卒
業
生
た
ち
の
前
途
を

祝
し
た
。
家
本
修
ゼ
ミ（
７

名
）で
は
、
家
本
教
授
が
「
楽

し
く
、
頑
張
っ
て
、
毎
日
を

大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
葉
を
か
け
た
。

午
前
の
部
・
総
代
の
皆
さ
ん

午
後
の
部
・
総
代
の
皆
さ
ん

新
し
い
文
化
に
触
れ

つ
な
が
る
力
を
感
じ
よ
う

2017年度
入学式

2016年度
卒業式
学位授与式



ホームカミングデーも
同日開催しますので、
ぜひご参加ください

本年度の大樟会総会は

開催します
11月 4日

土

2017年6月3

本
部
新
役
員
26
名
を
承
認

同
窓
会
奨
学
金
制
度
実
施
へ

同
窓
会
設
立
80
周
年
記
念

事
業
の
進
捗
等
を
報
告

平成29年度  大樟会本部・支部行事予定（平成29年6月1日現在）
支部名 日程 会場

６
月

大樟体育会 3日(土） 本学 
池田支部 11日(日） 本学
伊丹支部 17日(土） 伊丹シティホテル
豊中支部 18日(日） 千里阪急ホテル
泉南支部 18日(日） 関西エアポートワシントンホテル
大分支部 24日(土） 大分センチュリーホテル
福井支部 24日(土） ユアーズホテルフクイ
香川支部 25日(日） ルポール讃岐
川西・川辺支部 25日(日） すし半  川西店

７
月

富山支部 1日(土） ホテルニューオータニ高岡
税理士大樟会 5日(水） 大阪新阪急ホテル
岡山支部 8日(土） 岡山プラザホテル
北大阪支部 15日(土) 摂津市立コミュニティプラザ
愛媛支部 15日(土) 今治国際ホテル
社労士大樟会 29日(土） 本学
静岡支部 29日(土） ホテルセンチュリー静岡

８
月

熊本支部 5日(土） 宗弘
津山支部 26日(土） 真庭リバーサイドホテル

９
月

明石支部 2日(土） グリーンヒルホテル明石
石川支部 3日(日） ホテル金沢
東京支部 7日(木） 日本外国特派員協会
山口支部 9日(土） 山口グランドホテル
日立大樟会 16日(土） 高輪和彊館
淡路島支部 30日(土） かんぽの宿淡路島

10
月

高知支部 14日(土） 土佐の國 二十四万石
奈良支部 15日(日） ホテル日航奈良
愛知支部
岐阜支部 15日(日） 名鉄ニューグランドホテル

神戸支部 15日(日） レニージョエル
三重支部 21日（土） 和田金
姫路支部 28日(土） 姫路キャッスルグランヴィリオホテル

11
月

大樟会総会
（ホームカミングデー） 4日(土） 本学

東播磨支部 4日(土） 本学
北九州支部 11日(土） マリン
南九州支部 11日(土） 鹿児島ワシントンホテル 三十三間堂
宮崎支部 18日(土） ホテルメリージュ宮崎

₁₀₀年時代のライフシフト
大阪経済大学大樟会　会長　田村　正晴

　

平
成
２９
年
度
大
樟
会
理
事

会
は
５
月
２７
日（
土
）午
後
１

時
か
ら
Ｄ
館
３２
教
室
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
、
理
事
総

数
２
２
６
名
の
う
ち
１
１
３

名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
物
故
者
に
対
し
、

全
員
で
黙
祷
を
行
っ
た
後
、

田
村
正
晴
大
樟
会
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た（
要
旨
別
記
）。

続
い
て
議
長
に
進
木
伸
次
郎

常
務
理
事（
３３
回
）、
副
議
長

に
田
中
伸
治
常
務
理
事（
４５

回
）を
選
出
し
て
、
議
案
審
議

に
入
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
は
平
成
２８
年

度
の
事
業
報
告
。
総
務
部
関

係
で
は
、
昨
年
１０
月
３０
日

（
日
）の
大
樟
会
総
会
後
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会

の
後
、
今
回
初
め
て
同
期

会
・
部
会
合
同
交
流
会
を
別

会
場（
Ｄ
館
８０
周
年
記
念
ホ

ー
ル
）で
開
催
し
、
２
０
０
名

近
い
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
、

９
月
３
日（
土
）の
パ
ソ
コ
ン

教
室
終
了
後
、
学
生
の
保
護

者
組
織
で
あ
る
「
後
援
会
」

と
学
生
へ
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
初
め
て
の
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
。
ま

た
、
広
報
部
関
係
で
は
、「
澱

江
５２
号
」
で
、
社
会
人
と
し

て
活
躍
す
る
若
手
卒
業
生
の

座
談
会
を
聞
い
て
母
校
を
想

う
気
持
ち
を
語
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
、
３
期
目
を
迎
え
た

德
永
光
俊
学
長
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら

に
組
織
部
関
係
で
は
、
組
織

が
大
き
す
ぎ
実
質
的
に
活
動

を
休
止
し
て
い
た
大
阪
市
支

部
を
４
つ
の
支
部（
大
阪
市
淀

2017年度
全国支部長
会議

2017年度
大樟会理事会

会長ご挨拶（要旨）

　大樟会は設立80周年記念総会を節目に新たな歩みを始めまし
た。これからは90年、100年を視野に活動を展開していくこと
になります。
　最近、「100年時代の人生戦略」という本が話題になっていま
す。長寿化・高齢化が進むなかで、2007年生まれの日本の子供
の半分は100年以上を生きると予想され、これまでの人生設計
を根本的に見直さざるを得ない時代がやってくるとのことです。
働き方や休み方の見直しにあわせて、長い人生をどう過ごすか
を考えなくてはなりません。今、世間で始まっている“静かな同
窓会ブーム”も、これと無関係ではないように思います。しかし、
同窓会の目的は「古き良き時代を懐古する」ことだけではあり
ません。我々卒業生が職業人生活や社会人生活の傍らで同窓会
とどう関わってきたか、同窓会活動をどう位置づけていくかを、
考えてみる良い機会かもしれません。
　80年の歴史を刻む大樟会は、22歳～100歳の幅広い年齢層の
老若男女で構成されています。そのニーズは世代によってさま
ざまであり、これを一つに集約することは困難ですが、公約数
的に絞り込むことは可能です。“懐古する”と同時に同窓会は、
「素の自分に戻れる場」であり、「多様な人々が利害損失を超え
てつながる場」であると思います。
　大学が「つながる力No．1」を掲げられて久しいですが、これ
を具体的に体現する活動が伴わなければ、ただのスローガンに
しか過ぎません。大樟会にとっても“つながる力”は組織の源泉で
あり、活動の象徴です。「卒業生が大樟会につながり」、「大樟会
が大学につながり」「大学が社会につながる」、この連鎖の輪を
育むことこそ同窓会活動の原点です。
そこで、以下の主要課題に取り組んでまいります。

１　組織の拡大強化と世代交代の促進
 毎年の事業計画を着実に実行し、大樟会100周年に向けて
「100支部・団体」の設立、支部長・卒回理事による「300人
理事体制」の実現、本部組織の充実

２　入口、出口の支援
 学生会員の「就職活動支援」、給付型奨学金による「同窓
会就学援助」の開始、入試部の意向を踏まえ、地方受験者
増に寄与できる地方支部会員による「入試営業支援」

３　同窓生10万人時代への対応
 同窓会自治のもと自主的活動を堅持しつつ、10万人に迫る
卒業生の追跡調査、囲い込み、組織運営の有り様について、
大学と一体となって検討

川
支
部
、
大
阪
市
北
支
部
、

大
阪
市
南
支
部
、
大
阪
市
住

吉
支
部
）に
分
割
、
４
月
９
日

（
日
）、
本
学
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
支
部
の
設
立
総
会
並

び
に
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
、
活
動
を
再
開
し
た
こ

と
。
さ
ら
に
か
ね
て
か
ら
設

立
準
備
を
進
め
て
い
た
政
治

に
携
わ
る
卒
業
生
の
交
流
会

が
、
大
樟
会
の
７
つ
目
の
部

会
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

財
務
部
か
ら
の
決
算
報
告

で
は
、
平
成
２９
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
大
学
の
奨
学
金
制

度
支
援
の
た
め
、「
ス
ポ
ー

ツ
・
学
術
振
興
引
当
金
」
に

５
０
０
万
円
を
積
み
増
し
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
各
担
当
部
長
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
後
、
財
務
部

か
ら
、
収
支
予
算
に
つ
い
て

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
振
興

引
当
金
」
か
ら
２
０
０
０
万

円
を
取
り
崩
し
て
大
樟
会
か

ら
の
当
面
の
奨
学
金
負
担
金

と
し
て
大
学
に
寄
付
す
る
旨

の
話
が
あ
っ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
、
国
西

良
昌
次
期
役
員
選
考
委
員
会

委
員
長（
２９
回
・
理
事
）か
ら

選
考
の
経
緯
お
よ
び
新
役
員

候
補
者（
常
務
理
事
２３
名
、

監
事
３
名
）の
発
表
が
あ
っ

た
。
今
回
の
候
補
者
は
、
大

樟
会
の
将
来
に
備
え
て
の
世

代
交
代
を
意
識
し
た
人
事
と

な
っ
た
。

　

第
４
号
議
案
の
会
則
改
定

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り

政
治
に
携
わ
る
同
窓
生
の
交

流
会
「
大
樟
障
政
会
」
が
７

つ
目
の
部
会
と
し
て
承
認
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
樟
会

会
則
第
２５
条
に
部
会
と
し
て

追
加
さ
れ
る
と
説
明
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
に
対
し
、

出
席
理
事
か
ら
大
樟
会
に
よ

る
大
学
の
奨
学
金
制
度
支
援

の
た
め
の
資
金
負
担
の
手
続

き
、「
澱
江
」
の
郵
送
料
に
関

す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
役
員
か
ら
説
明

が
な
さ
れ
た
。
以
上
、
審
議

の
結
果
、
各
議
案
は
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
３
号
議
案
の
承

認
に
伴
い
、
大
樟
会
本
部
の

大樟会本部執行部（敬称略）
会　　長　田村正晴（３０）
副会長（広報部長）
　　　　　小林眞人（３２）
　　　　　進木伸次郎（３３）
事務局長　内田敏雄（３９）
事務局参与　竹中亨（３２）
総務部長　角脇忠行（３４）
財務部長　中坪健治（４１）
組織部長　石橋隆夫（３２）
監　　事　檜垣典仁（３８）
監　　事　廣野義直（３４）
監　　事　川口正義（４１）

　

平
成
２９
年
度
全
国
支
部
長

会
議
は
、
大
樟
会
理
事
会
に

先
立
ち
、
午
前
１１
時
か
ら
Ｊ

館
３
階
の
第
一
会
議
室
で
行

わ
れ
た
。
全
国
支
部
長
会
議

は
、
現
在
、
全
国
の
５４
支
部

と
７
部
会
、
２
団
体
の
支
部

長
、
会
長
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
５２
支
部
と
４
部

会
１
団
体
が
出
席
し
た
。
午

前
１１
時
、
小
林
副
会
長
の
開

会
の
辞
の
後
、
４
月
１６
日

（
日
）に
急
逝
さ
れ
た
眞
鍋
一

美
愛
媛
支
部
長（
大
樟
会
常
務

理
事
）に
対
し
出
席
者
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
祈

執
行
部
体
制
は
左
の
よ
う
に

な
っ
た
。

　

な
お
、
最
後
に
現
役
員
の

任
期
満
了
に
当
た
り
、
進
木

総
務
部
長
よ
り
「
平
成
２６
年

度
～
２８
年
度
の
大
樟
会
本
部

事
業
の
総
括
」
の
報
告
が
あ

っ
た
。

っ
た
。

　

田
村
大
樟
会
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
竹
中
亨
事
務
局
長

か
ら
こ
の
１
年
間
の
活
動
報

告
が
あ
っ
た
。
同
窓
会
設
立

８０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
①

大
学
の
奨
学
金
制
度
へ
の
支

援
実
施
の
た
め
の
準
備
②
京

都
「
哲
学
の
道
」
の
命
名
者

で
あ
る
初
代
学
長
黒
正
巌
博

士
の
顕
彰
板
の
全
面
改
修
の

実
施
③
大
学
が
行
う
入
試
広

報
の
一
環
と
し
て
九
州
各
県

お
よ
び
山
口
県
の
高
等
学
校

訪
問
に
協
力
し
た
こ
と
な
ど

を
説
明
。

　

ま
た
、
新
た
に
支
部
長
に

就
任
し
た
１４
支
部
長
・
会
長

か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

２９
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
支

部
長
を
務
め
、
近
く
退
任
す

る
熊
本
支
部
の
濵
忍
支
部
長

か
ら
退
任
の
弁
が
述
べ
ら
れ

た
。
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国
際
交
流
課
は
交
換
留
学
生
歓
迎
会
や
七
夕

祭
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
約
８０
名
の

留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
留
学
生
の
学
習
面
や
生
活

面
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
学
生
を
国

際
チ
ュ
ー
タ
ー
と
呼
び
現
在
３６
名
が
活
動
し
て

い
る
。

　

４
月
２５
日（
火
）に
新
入
留
学
生
歓
迎
会
が
Ｄ

館
８
階
の
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
留

学
生
・
国
際
チ
ュ
ー
タ
ー
を
含
む
９０
名
を
超
え

る
学
生
が
参
加
し
た
。
今
回
は
そ
の
国
際
チ
ュ

ー
タ
ー
と
し
て
参
加
す
る
学
生
に
活
動
に
つ
い

て
取
材
し
た
。

　

三
浦
絵
梨
花
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）は
、
も

と
も
と
留
学
に
興
味
が
あ
り
、
留
学
生
と
関
わ

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
国
際
チ
ュ
ー
タ
ー
を
選

ん
だ
と
の
こ
と
。「
活
動
内
容
は
チ
ュ
ー
タ
ー
で

集
ま
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、
留
学
生
の

サ
ポ
ー
ト
を
包
括
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
関
西
特
有
の
文
化
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
や
難
波
な
ど
の
遠
足
を
企
画
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
。
赤
田
大
和
さ
ん（
経
営
学
部

２
年
）は
、「
人
数
が
多
い
の
で
ま
と
め
る
の
が

大
変
だ
が
、
自
分
た
ち
が
企
画
し
た
行
事
が
成

功
し
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
。
今
後
、
留

学
生
と
接
す
る
な
か
で
自
分
が
頼
ら
れ
る
存
在

に
な
り
た
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
陳
玉
芬（
チ

ン
ギ
ョ
ク
フ
ン
）さ
ん（
経
済
学
研
究
科
）は
、
交

換
留
学
を
経
た
後
、
大
学
院
に
進
学
。
当
時
、

国
際
チ
ュ
ー
タ
ー
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
自
身
も
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
に
参
加
し
、

「
留
学
生
と
た
く
さ
ん
付
き
合
い
、
自
分
が
交
換

留
学
し
て
い
た
時
の
経
験
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

国
際
チ
ュ
ー
タ
ー
は
授
業
の
合
間
を
縫
っ
て

集
ま
り
、
留
学
生
に
大
経
大
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
温

か
く
て
素
敵
な
大
学
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
。
各
国
の
文
化
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
を
学
べ
る
た
め
自
分
の
成
長
に
も

つ
な
が
り
、
体
感
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と

感
じ
た
。

（
広
報
隊
　

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
笹
野
／
撮
影
＝
石
橋
）

　

国
際
交
流
委
員
長
で
あ
る
閻
立
教
授（
経
済
学

部
）に
も
話
を
伺
っ
た
。

　

閻
立
教
授
は
「
現
在
、
過
去
最
多
の
留
学
生

を
招
待
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
留
学

生
を
望
ん
で
い
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

　

大
阪
経
済
大
学
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
授

業
で
教
員
の
補
助
を
す
る
Ｓ
Ａ（Student 
Assistant

）制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
主
な
役

割
と
し
て
は
授
業
の
準
備
や
授
業
中
の
学
生
か

ら
の
質
問
対
応
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
オ
ー
プ

ン
端
末
室
で
の
質
問
対
応
や
設
置
機
器
・
室
内

環
境
の
維
持
な
ど
も
行
う
。
５
月
１
日（
月
）、

Ｓ
Ａ
の
満
田
翔
太
郎
さ
ん（
経
営
学
部
３
年
）が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
行
っ
た
新
入
生
向
け
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
取
材
し
た

内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
で
紹
介
す
る
。

　

ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
と
は
、
障
が
い
や
疾
病
な

ど
に
よ
り
授
業
内
容
の
筆
記
や
担
当
教
員
の
指

示
へ
の
対
応
な
ど
が
、
独
力
で
は
困
難
な
学
生

に
対
し
て
授
業
に
同
席
し
て
筆
記
な
ど
の
支
援

を
行
う
。

　

５
月
１１
日（
木
）、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
と
し
て

活
動
す
る
梅
田
悠
希
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）に

取
材
し
た
。
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
学

習
支
援
室
の
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
や
っ
て

見
よ
う
と
思
っ
た
と
の
こ
と
。
ノ
ー
ト
テ
イ
カ

ー
と
し
て
活
動
し
て
か
ら
は
「
利
用
者
の
理
想

的
な
ノ
ー
ト
の
取
り
方
や
ど
こ
ま
で
書
い
て
良

い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
が
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
と
る
こ
と
で
、
何
と
か
続
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」
と
苦
労
を
語
っ
た
。
活
動
を

通
し
て
、
他
に
も
「
履
修
出
来
な
い
他
学
部
の

科
目
の
ノ
ー
ト
が
取
れ
る
こ
と
や
、
利
用
者
か

ら
大
変
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し

い
」
と
語
る
。
ま
た
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
同
士
で

集
ま
る
『
振
り
返
り
会
』
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
先
輩
の

就
職
活
動
の
話
を
聞
い
た
り
、
新
た
な
友
達
が

出
来
た
り
、
非
常
に
有
意
義
な
活
動
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
「
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
と
し
て
活
動
し

て
く
れ
る
学
生
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
増
え
る
と

い
い
な
」
と
梅
田
さ
ん
は
、
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
隊
　
香
川
）

　

４
月
２１
日（
金
）、
大
学
の
図
書
館
で
活
動
し

て
い
る
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
、
活
動
内
容
を
取
材
し
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
は
普
段
、
学
生
に
図
書
館
の
魅
力
を
伝
え

る
年
２
回
発
行
の
図
書
館
報
「
と
し
ょ
か
ん
」

の
制
作
や
、
５
人
で
好
き
な
本
を
紹
介
し
競
い

合
う
ゲ
ー
ム
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
司
会
・
運

営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、
お
気
に
入
り
の
本
を
並

べ
て
作
っ
た
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
バ
ト
ル
は
、「
難

し
か
っ
た
が
完
成
し
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ

た
」
と
語
る
。
今
後
は
、
図
書
館
報
作
り
や
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
以
外
に
も
、
他
大
学
で
図
書
館

報
の
紹
介
な
ど
、
学
外
で
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
力

を
入
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
い
う
。

（
広
報
隊
　
森
本
）

サ ポ ー ト す る 学 生 た ち学 生 を頑張る
あなた

を

応援し
ます！

What's is“国際チューター”?

図
書
館

サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

ど
ん
な
ん
？

ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー

と
は
？

授
業
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら

Ｓ
Ａ
に
お
ま
か
せ
！

　学生広報隊も結成から2年目となりました。46号
は新たな広報隊11名でのスタートでしたが、次号の
47号では、さらに新メンバー4名も加わります。
　今回の学生編集ページの取材を担当したメンバー
を紹介します。

―
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

方
か
ら
推
薦
が
あ
っ
て
、
リ
ー
ダ

ー
に
な
り
ま
し
た
。

―
今
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
ま
で
講

師
役
を
務
め
る
Ｓ
Ａ
達
と
一
緒
に

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
成
や
練
習

な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

　

日
程
の
調
整
が
大
変
で
し
た
ね
。

全
員
で
集
ま
る
の
が
難
し
く
、
思

う
よ
う
に
練
習
が
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
来
年

度
へ
の
課
題
で
す
ね
。

―
今
回
の
役
割
は
自
分
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
に
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
統
率
力

な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
今
回
の
経
験
は

き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

―
来
年
度
以
降
、
ど
の
よ
う
に
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
行
い
た
い
で
す
か
？

　

今
年
か
ら
新
し
く
Ｓ
Ａ
に
な
っ
た
人
や
今
年
の

講
師
役
を
務
め
た
２
年
生
の
Ｓ
Ａ
が
中
心
と
な
っ

て
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
作
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

大
阪
経
済
大
学
で
は
こ
の
よ
う
に
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
は
も
ち
ろ

ん
、
学
生
は
是
非
こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
広
報
隊
　
安
阪
）

留
学
生
が
大
半
を
占
め
て
い
る
な
か
、
今
後
は

欧
米
諸
国
か
ら
の
招
待
を
促
進
し
、
よ
り
多
国

籍
に
し
て
い
き
た
い
」
と
思
い
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　

留
学
生
の
生
活
に
関
し
て
は
、「
多
く
の
学
生

が
会
話
の
機
会
が
少
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
そ

の
点
も
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
大
変
な
こ
と
が
多
い
な
か
に
も
、
他
国

か
ら
異
文
化
を
吸
収
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
「
何
よ
り
、
急
成
長
し
て
い
く
留
学
生

た
ち
と
、
多
岐
に
わ
た
り
主
体
と
な
っ
て
活
動

す
る
国
際
チ
ュ
ー
タ
ー
の
存
在
が
活
動
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
喜
び
の
表
情
を
見

せ
た
。

　

今
後
も
閻
立
教
授
を
中
心
に
本
学
の
国
際
交

流
に
お
け
る
更
な
る
発
展
に
期
待
し
た
い
。

（
広
報
隊
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
堀
・
鉢
上
／

　
　
　
　
　
撮
影
＝
大
久
保
）

学生広報隊に
新しいメンバー
が増えました！

●部長　堀 幸宜（経営学部4年）
 曲者（個性）揃いのメンバーですが、「おもろい」と言わ
れるように頑張ります!

●副部長　香川 由紀乃（経営学部3年）
 今年は「おっ！ひと味違うな」と言ってもらえる活動が
できるように尽力します！

●書記　安阪 雄大（経済学部3年）
 大阪経済大学の広報活動をより一層活発にしようと思い
ます。

●大久保 勇希（経営学部4年）
 就活と卒論を同時並行させながら活動するのでとても忙
しいですが、とても楽しく活動しています。

●橋本  あかり（情報社会学部4年）
 皆さんに「知らなかった」をお届けしたいと思います！
●秋元 菜（情報社会学部4年）
 皆さんにもっと愛される「だいけいだい」にしたいと思
います！

●鉢上 光樹（経済学部2年）
 ここでの活動で、普段の生活のレベルを高め、社会で活
躍できる人間になりたいと思います。

●石橋 真衣（経営学部2年）
 活動内容や学校生活について、つながるブログをたくさ
ん更新するので見てください！

●笹野 沙八佳（経営学部2年）
 今年から広報隊に加入しました。この活動を通して大学
生活を充実させたいと思っています。

●森本 燎（経営学部2年）
 この大学をもっとエンジョイしようと思い広報隊に入り
ました！

●仁部 沙彩（経営学部1年）
 初めまして！頑張りますのでよろしくお願いします♪
新メンバー
松本愛華（経営学部3年）、松田江梨那（人間科学部3年)、 
早瀬千亜希（人間科学部3年）、森下健人（経営学部1年）

SA
（Student Assistant）
Vol. 4

国際チューター

図書館サポーターVol. 3

Vol. 1

困った
ときの

心強い
味方

ノートテイカー
Vol. 2
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を
も
っ
た
。

　

午
前
の
内
容
は
、
自
己
紹
介
と
在
学
生

に
よ
る
体
験
談
の
披
露
だ
っ
た
。
入
学
予

定
者
は
６
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
の
場
で
「
似
顔
絵
名
刺
」
を
作
り

な
が
ら
自
己
紹
介
。
学
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
な
か
、
互

い
に
打
ち
解
け
て
い
っ
た
。
続
い
て
、
在

学
生
が
各
自
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
手

作
り
の
紙
芝
居
「
先
輩
体
験
記
」
で
披
露
。

入
学
予
定
者
は
先
輩
の
ト
ー
ク
や
イ
ラ
ス

ト
か
ら
高
校
と
大
学
の
違
い
、
資
格
取
得
、

課
外
活
動
な
ど
を
理
解
し
、
納
得
し
た
様

子
を
見
せ
た
。

　

午
後
は
学
長
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。
学
長

　

２
０
１
７
年
度
の
本
学
入
学
予
定
者
を

対
象
と
し
た
「
入
学
前
交
流
会
」
が
、
２

月
１８
日（
土
）・
２５
日（
土
）の
２
日
間
、
大

隅
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｄ
３３
教
室
で
行
わ
れ
た
。

　

入
学
前
交
流
会
は
、
推
薦
入
試
に
よ
る

早
期
合
格
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
入
学
前

か
ら
仲
間
が
ほ
し
い
」、「
大
学
に
つ
い
て

よ
く
理
解
し
た
い
」、「
学
生
生
活
が
不
安
」

な
ど
の
声
に
応
え
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
取
り
組
み
。
有
意
義
な
大
学
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
本
年
度
も
実
施

さ
れ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
在
学
生
と
の
交
流
会
～

つ
な
が
る
、
分
か
る
、
楽
し
む
プ
レ
・
キ

ャ
ン
パ
ス
～
」。
１８
日
は
経
済
学
部
・
人
間

科
学
部
の
入
学
予
定
者
約
１
３
０
名
が
、

２５
日
は
経
営
学
部
・
情
報
社
会
学
部
の
入

学
予
定
者
約
２
０
０
名
が
、
午
前
１０
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
、
在
学
生
お
よ
び
サ
ポ

ー
ト
に
駆
け
つ
け
た
卒
業
生
と
交
流
の
場

　

２
０
１
７
年
度
の
新
入
生
限
定

イ
ベ
ン
ト
「
女
性
の
た
め
の
入
学

前
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
／
大
阪
経
済
大
学with 

Google Women Will

」
が
、
３

月
３０
日（
木
）午
後
１
時
か
ら
、
Ｄ

館
８
階
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
入
学
前
か
ら

未
来
の
働
き
方
を
考
え
る
こ
と
で
、

大
学
４
年
間
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア

意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
企
画
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
、

働
く
女
性
が
直
面
す
る
問
題
の
解

決
を
め
ざ
すGoogle Women Will

な
ど
の
団
体
や
企
業
の
共
同
企
画

で
、
本
学
に
入
学
予
定
の
４８
名
が

参
加
。
先
輩
在
学
生
４
名
も
後
輩

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
加
わ
っ
た
。

　

最
初
に
德
永
光
俊
学
長
が
挨
拶

し
、
本
学
の
女
子
学
生
比
率
な
ど

現
状
に
触
れ
た
う
え
で
、「
将
来
の

就
職
活
動
で
は
、
学
生
時
代
に
没

頭
し
た
こ
と
な
ど
を
明
確
に
言
え

る
こ
と
が
大
事
。
達
成
感
を
味
わ

え
る
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
。
続
い
て
「
み
ん

な
で
考
え
よ
う
、
働
き
方
の
こ
れ

か
ら
を
」
の
テ
ー
マ
で
、Google 

Women Will

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担

当
す
る
山
本
裕
介
さ
ん（
グ
ー
グ
ル 

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）が
講
演
。
働
く
女
性
に

関
す
る
デ
ー
タ
や
、
女
性
の
活
躍

を
支
援
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
重

要
性
、
働
き
方
の
文
化
を
変
え
よ

う
と
す
るGoogle Women Will

の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
た
。

先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
で

悩
み
、不
安
を
解
消

2016年度卒業生の主な就職先

入学前交流会

女性のための入学前キャリアセミナー&ワークショップ
大阪経済大学with Google Women Will

建設業
株式会社 一条工務店、株式会社 大林組、株式会社 熊谷組、新菱冷
熱工業株式会社、住友林業株式会社、積水ハウス株式会社、大和ハ
ウス工業株式会社、株式会社 竹中工務店、日成ビルド工業株式会
社、日本建設株式会社、日比谷総合設備株式会社、四電エンジニア
リング株式会社

製造業
アース製薬株式会社、愛知製鋼株式会社、IDEC株式会社、アイリス
オーヤマ株式会社、アキレス株式会社、アマノ株式会社、有光工業株
式会社、アルインコ株式会社、株式会社 伊藤園、永大産業株式会
社、SMC株式会社、エビス株式会社、株式会社 エフピコ、オイレス
工業株式会社、オーデリック株式会社、株式会社 岡村製作所、科研
製薬株式会社、株式会社 加貫ローラ製作所、金井重要工業株式会
社、株式会社 技研製作所、協栄産業株式会社、共同印刷西日本株式
会社、株式会社 京都西川、極東開発工業株式会社、株式会社 桐井
製作所、株式会社 キング、クリナップ株式会社、グローリー株式会
社、株式会社 くろがね工作所、小泉株式会社、高圧ガス工業株式会
社、株式会社 鼓月、コタ株式会社、小松ウオール工業株式会社、株
式会社 サンデリカ、三洋工業株式会社、株式会社 三和化学研究所、
三和シヤッター工業株式会社、敷島製パン株式会社、株式会社 自重
堂、ジャパンパイル株式会社、新晃工業株式会社、神東塗料株式会
社、スズキ株式会社、住友ナコフォークリフト株式会社、株式会社 ダ
イサン、大同塗料株式会社、大同メタル工業株式会社、ダイハツディ
ーゼル株式会社、大宝工業株式会社、株式会社 タカギ、タカラスタ
ンダード株式会社、タキゲン製造株式会社、立川ブラインド工業株式
会社、株式会社 TANA-X、タニコー株式会社、THK株式会社、株式
会社 寺岡精工、東亜バルブエンジニアリング株式会社、東リ株式会
社、東和薬品株式会社、株式会社 トーモク、日水製薬株式会社、日
東工器株式会社、日東工業株式会社、日本シイエムケイ株式会社、
日本食研ホールディングス株式会社、日本精線株式会社、株式会社 
日本デジタル研究所、日本電産テクノモータ株式会社、日本ペイント
株式会社、日本レヂボン株式会社、株式会社 ノザワ、久光製薬株式
会社、株式会社 福井村田製作所、株式会社 フジキン、富士通株式会
社、富士フイルムイメージングシステムズ株式会社、フランスベッド株
式会社、フルサト工業株式会社、ホーチキ株式会社、北越工業株式
会社、マルコメ株式会社、株式会社 マルゼン、株式会社 マンダム、
株式会社 メニコン、モリテックスチール株式会社、理研計器株式会
社、理想科学工業株式会社

農林水産業
株式会社 極洋

情報通信業
アイエックス・ナレッジ株式会社、株式会社 インテック、株式会社 
STNet、株式会社 NSD、エン・ジャパン株式会社、株式会社 カプ
コン、株式会社 コア、株式会社 さくらケーシーエス、株式会社 JR西
日本ITソリューションズ、株式会社 島津アドコム、株式会社 ジャステ
ック、株式会社 ソフトウェア・サービス、東京コンピュータサービス
株式会社、トランスコスモス株式会社、パナソニックシステムデザイン
株式会社、富士ソフト株式会社、富士通エフ・アイ・ピー株式会社、
株式会社 マイナビ、株式会社 ワークスアプリケーションズ

運輸業
株式会社 エーアイテイー、ANAウイングス株式会社、近江鉄道株式
会社、近畿日本鉄道株式会社、コイズミ物流株式会社、株式会社 サ
カイ引越センター、株式会社 JALグランドサービス、神姫バス株式会
社、センコー株式会社、大和物流株式会社、ディー・エイチ・エル・
ジャパン株式会社、帝人物流株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、
日本通運株式会社、阪急電鉄株式会社、株式会社 日立物流西日本、

株式会社 ホンダロジスティクス、ヤマト運輸株式会社
卸売業

株式会社 あらた、アルフレッサ株式会社、伊藤忠エネクスホームライ
フ関西株式会社、因幡電機産業株式会社、英和株式会社、株式会社 
遠藤照明、尾家産業株式会社、オーウエル株式会社、株式会社 大塚
商会、株式会社 大月真珠、株式会社 オービックオフィスオートメーシ
ョン、花王カスタマーマーケティング株式会社、加藤産業株式会社、
北恵株式会社、株式会社 ケーエスケー、コイズミ照明株式会社、小
泉成器株式会社、株式会社 サステック、株式会社 佐渡島、サンコー
インダストリー株式会社、株式会社 三笑堂、株式会社 サンセイテク
ノス、サンワテクノス株式会社、株式会社 ショクリュー、杉本商事株
式会社、ゼット株式会社、ダイキン・コンシューマ・マーケティング株
式会社、ダイドー株式会社、ダイトロン株式会社、ダイワボウ情報シ
ステム株式会社、株式会社 たけでん、株式会社 チクマ、月星商事株
式会社、都築電気株式会社、椿本興業株式会社、株式会社 椿本マシ
ナリー、株式会社 テクノアソシエ、株式会社 デザインアーク、株式
会社 ドウシシャ、トーホーグループ、トラスコ中山株式会社、株式会
社 NaITO、中山福株式会社、西川産業株式会社、西川リビング株式
会社、西日本イワタニガス株式会社、西日本コベルコ建機株式会社、
株式会社 日伝、株式会社 日興商会、日商エレクトロニクス株式会社、
日清医療食品株式会社、日本ハム冷凍食品株式会社、株式会社 ハピ
ネット、ハリマ共和物産株式会社、阪和工材株式会社、日立コンシュ
ーマ・マーケティング株式会社、福栄鋼材株式会社、福西電機株式会
社、富士電機ITソリューション株式会社、フジモトHD株式会社、ブ
リヂストンタイヤジャパン株式会社、平和紙業株式会社、株式会社 星
医療酸器、ホシザキ京阪株式会社、松田産業株式会社、マツモト産
業株式会社、丸文株式会社、丸紅プラックス株式会社、三井食品株
式会社、宮野医療器株式会社、株式会社 ムトウ、株式会社 メタルワ
ン特殊鋼、株式会社 モリタ、八洲電機株式会社、ヤチヨコアシステ
ム株式会社、ヤマエ久野株式会社、株式会社 山星屋、リック株式会
社、株式会社 リネックス、株式会社 菱和、YKK　AP株式会社、株
式会社 ワキタ、渡辺パイプ株式会社、

小売業
株式会社 AOKIホールディングス、青山商事株式会社、株式会社 ア
ルペン、イオンリテール株式会社、イズミヤ株式会社、ウエルシア薬
局株式会社、株式会社 エディオン、大阪いずみ市民生活協同組合、
株式会社 関西ケーズデンキ、株式会社 関西スーパーマーケット、株
式会社 キリン堂、株式会社 コスモス薬品、JR西日本山陰開発株式
会社、株式会社 ジンズ、株式会社 スギ薬局、生活協同組合おおさか
パルコープ、生活協同組合コープこうべ、株式会社 セブン-イレブン・
ジャパン、つるや株式会社、はるやま商事株式会社、株式会社 阪急
オアシス、株式会社 ビックカメラ、株式会社 ファミリーマート、株式
会社 平和堂、株式会社 ユナイテッドアローズ、株式会社 ヨドバシカ
メラ、株式会社 ライフコーポレーション、株式会社 ローソン

金融・保険業
淡路信用金庫、株式会社 池田泉州銀行、岩井コスモ証券株式会社、
永和信用金庫、SMBCファイナンスサービス株式会社、SMBCフレン
ド証券株式会社、大阪協栄信用組合、大阪厚生信用金庫、大阪シテ
ィ信用金庫、大阪信用金庫、岡三証券株式会社、オリックス・クレジ
ット株式会社、株式会社 香川銀行、香川県信用組合、笠岡信用組合、
株式会社 関西アーバン銀行、北おおさか信用金庫、株式会社 紀陽銀
行、京都中央信用金庫、株式会社 近畿大阪銀行、近畿産業信用組
合、近畿労働金庫、神戸信用金庫、株式会社 四国銀行、株式会社 
十八銀行、損害保険ジャパン日本興亜株式会社、第一生命保険株式
会社、株式会社 大正銀行、株式会社 大和証券グループ本社、高岡信
用金庫、高松信用金庫、株式会社 但馬銀行、但馬信用金庫、東海

東京証券株式会社、株式会社 鳥取銀行、株式会社 トマト銀行、中兵
庫信用金庫、奈良信用金庫、株式会社 南都銀行、西兵庫信用金庫、
日新信用金庫、日本生命保険相互会社、のぞみ信用組合、播州信用
金庫、姫路信用金庫、株式会社 百十四銀行、兵庫県信用組合、丸三
証券株式会社、みずほ証券株式会社、三井住友海上火災保険株式会
社、株式会社 みなと銀行、株式会社 宮崎銀行、明治安田生命保険
相互会社、大和信用金庫、株式会社 ゆうちょ銀行、株式会社 りそな
銀行

不動産業
株式会社 三栄建築設計、株式会社 ジェイ・エス・ビー、住友不動産
販売株式会社、日本エスリード株式会社、パナホーム不動産株式会
社、みずほ不動産販売株式会社

飲食店・宿泊業
京阪ホテルズ&リゾーツ株式会社、株式会社 サイゼリヤ、株式会社 ス
ーパーホテル、株式会社 トリドールホールディングス、日本KFCホー
ルディングス株式会社、株式会社 ブロンコビリー、ロイヤルホールデ
ィングス株式会社

医療・福祉
社会福祉法人 尼崎市社会福祉協議会、社会福祉法人 池田さつき会、
公立大学法人 大阪市立大学医学部附属病院、オリックス・リビング
株式会社、独立行政法人 国立病院機構、パナソニックエイジフリー
株式会社、社会福祉法人 兵庫県社会福祉事業団、地方独立行政法
人 りんくう総合医療センター

教育・学習支援業
茨木市立彩都西小学校、大阪市立中央高等学校、岸和田市立産業高
等学校、神戸市立こうべ小学校、、神戸市立青陽須磨支援学校、堺市
立新浅香山小学校、品川区立鈴ケ森小学校、学校法人 常翔学園、
豊中市立庄内小学校、豊中市立箕輪小学校、兵庫県立姫路聴覚特別
支援学校

複合サービス業
大阪中河内農業協同組合、岡山市農業協同組合、香川県農業協同組
合、堺市農業協同組合、丹波ささやま農業協同組合、奈良県農業協
同組合、日本郵便株式会社、わかやま農業協同組合

サービス業
株式会社 アクティオ、あずさ監査法人、アラマークユニフォームサー
ビスジャパン株式会社、和泉商工会議所、SMBCセンターサービス株
式会社、株式会社 学情、株式会社 神戸新聞事業社、株式会社 JTB
関西、綜合警備保障株式会社、大和リース株式会社、株式会社 ダス
キン、株式会社 タナベ経営、株式会社 東急コミュニティー、東洋テ
ック株式会社、株式会社 トーカイ、西尾レントオール株式会社、日本
年金機構、株式会社 日本旅行、株式会社 農協観光、株式会社 パソ
ナグループ、株式会社 阪急デザインシステムズ、東山産業株式会社、
株式会社 ビケンテクノ、ヒロセ株式会社、株式会社 船井総合研究所、
株式会社 メイテック、吉忠マネキン株式会社、株式会社 読売エージ
ェンシー大阪、株式会社 レンタルのニッケン、ワタキューセイモア株
式会社

公務
尼崎市消防局、有田川町役場、和泉市役所、猪名川町役場、大阪市
消防局、大阪府警察本部、大阪府庁、岡山県警察本部、貝塚市消防
本部、門真市役所、金沢市役所、川西市役所、京都刑務所、京都府
警察本部、神戸市役所、公立那賀病院、国保日高総合病院、堺市学
校事務職員、札幌国税局、自衛隊、滋賀県警察本部、高岡市消防本
部、東京消防庁、徳島市役所、富田林市役所、奈良県警察本部、日
南町役場、東大阪市役所、兵庫県警察本部、兵庫県庁、広島市消防
局、三重県警察本部、向日市役所、和歌山県警察本部

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
働
き

や
す
い
社
会
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
挑
戦
。
９
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
、「
会
社
が
こ
ん
な
風
に
な

れ
ば
い
い
な
」「
自
分
は
こ
ん
な
働

き
方
を
し
た
い
」「
社
会
や
国
に
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
。
そ
し
て
各
チ

ー
ム
ご
と
に
意
見
を
ま
と
め
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、「
働

く
時
間
を
自
由
に
考
え
ら
れ
る
会

社
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
で
き
る
マ
マ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」「
子
ど
も
を
地
域
で
育

て
る
町
づ
く
り
」
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
を
発
表
。
参
加
者
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使

用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
投
票

で
、「
マ
マ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
考
え
た
チ

ー
ム
が
第
１

位
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
本
学
進
路
支
援
部
か
ら
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
４
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
て
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
。
最
後
に
参
加
者
た
ち

は
「
大
学
で

頑
張
り
た
い

こ
と
」
な
ど

を
桜
型
の
付

箋
に
記
入

し
、
会
場
外
に
設
け
た
桜
の
木
の

ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
て
い
っ
た
。

人
間
科
学
部
へ
の
入
学
予
定
者
は

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

新
鮮
だ
っ
た
。
自
分
の
意
見
が
言

え
て
、
相
手
の
考
え
も
聞
け
て
勉

強
に
な
っ
た
」、
経
営
学
部
へ
の
入

学
予
定
者
は
「
視
野
が
広
が
っ
て
、

人
の
意
見
を
聞
く
大
切
さ
を
学
べ

た
」
な
ど
と
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
に
自
身
の
成
長
を
実
感
し
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。

は
「
大
学
時
代
は
正
解
の
な
い
問
い
を
考

え
る
素
晴
ら
し
い
時
間
」
と
語
り
か
け
、

人
生
と
深
く
向
き
あ
っ
て
ほ
し
い
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
在
学
生
と
共
に
「
自
己
理

解
促
進
『
５
つ
星
未
来
シ
ー
ト
』」
や
「
大

学
生
活
の
目
標
設
定
『
一
番
星
目
標
』」
を

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
作
成
。
別
グ
ル
ー
プ

の
入
学
予
定
者
と
親
し
く
な
る
「
友
だ
ち

づ
く
り
交
流
会
」
な
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
、
会
場
一
杯
に
交
流
の
輪
が
広
が
り
、

最
後
に
記
念
撮
影
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
大
学

生
活
の
こ
と
が
詳
し
く
分
か
っ
た
」「
同
じ

入
学
予
定
者
や
先
輩
と
仲
良
く
な
れ
た
」

と
好
評
だ
っ
た
。
在
学
生
も
「
自
分
自
身

に
と
っ
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
」
と
、
成

長
の
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い

た
。

働き方を考えて
未来への視野を広げる

学
生
生
活
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

向
上
！

先輩体験記

似顔絵名刺



2017年6月7

　昨年に引き続き、今年もパソコン教室を開催させて頂く運びとなりました。
本年度も充実した講義内容を予定しておりますので、皆様お誘い合わせの上、
ご参加くださいますようお願い申し上げます。

●開催日時 2017年9月2日（土）、3日（日）　午前9時～午後5時（予定）
 ※いずれか1日のみのご参加とさせていただきます。
●場　　所  大阪経済大学大隅キャンパスD館
●参 加 費 無料

  応募要項
●応募条件 本学後援会員とそのご家族／本学卒業生とそのご家族 

※ご家族のみの参加も可能です。1組につき5名までとさせていただ 
　きます。

●応募方法 受講ご希望の方は、申込用紙に必要事項をご記入の上、封書もしくは
FAXにてお申し込みください。

 ※封書の場合、郵送料はご本人様のご負担となりますので予めご了承
　ください。

●応 募 先 〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
 大阪経済大学大樟会事務室　パソコン教室 係
 TEL：06-6328-2431（代）　FAX：06-6328-4564
●申込締切日　7月14日（金）〈当日消印有効〉
 ※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。当選発表は受講票の発

　送を持って代えさせていただきます。（８月中旬発送予定）

 その他
●会場へのアクセス
	 会場には駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用の上、 

ご来場ください。 
・電車　阪急京都線「上新庄」駅より徒歩約15分

 　　　　大阪市営地下鉄今里筋線「瑞光四丁目」駅より徒歩約2分
 ・バス　大阪市営バス「大阪経大前」「大阪経大正門」下車すぐ
●延期の場合　2日・3日ともに台風などで延期となった場合は翌週の9月9日（土）とな

ります。

大経大パソコン教室のご案内
卒業生・後援会員の皆様へ

コース
　難易度：（例 ★☆☆☆☆） コース内容

プログラミングコース
（★☆☆☆☆）

初心者の大人の方やお子様がプログラミングを学ぶコースで
す。対象は小学校低学年からになります。お子様やお孫様お一
人での受講も可能です。

初心者ワードコース
（★☆☆☆☆）

パソコン初心者の方のためのコースです。パソコンの基本操作
からワードでの文章入力までを学びます。

パワーポイントコース
（★★★☆☆）

パワーポイントの基礎から応用までの操作を学ぶコースです。
知識がない方でも安心して受講できます。

家計簿・住所録コース
（★★★★☆）

エクセルを使い家計簿と住所録を作成するコースです。パソコ
ンの操作にある程度慣れていて、基本の部分は理解できている
方向けです。

　2015年10月より、教育振興募金の取り組みのひとつとして、古本募金プロジェ
クト「本でつながる大経大古本募金」を実施しています。
　このプロジェクトは、本やCD・DVD、ゲームなど使い終わったものをリサイ
クル換金して、ご寄付いただくことで本学学生の活動にご支援いただく仕組み
です。頂戴したご寄付は、教育振興募金として受け入れ、本学学生の課外活動
支援に充てさせていただいております。
　開始から現在まで100名を超える方からお申し込みをいただきました。本誌面
にて、ご支援いただきました皆様に謝意を表するため、ご芳名を掲載させてい
ただきます。

寄付者のご芳名（2015年10月～2017年5月）
◆法人・団体
　国際交流　サークル・オッペ（代表：西田孝子様）

◆個人

あ行
有田　二郎 様 池上　浩子 様 和泉　美雪 様 伊藤　俊博 様
今田　裕昭 様 上村　忠嗣 様 浦上　哲 様 大村　文彦 様
奥田　征彦 様

か行
加藤　聡司 様 金澤　裕生 様 北林　麗奈 様 吉瀬　和夫 様
黒正　明 様 国西　良昌 様（2）小西　章夫 様

さ行
雜賀　保洋 様 坂田　正治［㈱日興商会］様（5） 櫻田　光子 様
杉館　温 様

た行 田村　喜一郎 様
な行 中尾　知子 様 中尾　美喜夫 様 西岡　喜司 様（3）西川　孝幸 様

は行
畑中　友子 様 浜谷　朋也 様 原田　かおり 様 福島　忠和 様
福島　英樹 様 藤田　拓也 様 船内　正喜 様 船所　信一 様
本間　利通 様

ま行 松岡　佳孝 様（3）松谷　義弘 様 眞野　千津子 様 南　寛治 様

や行
安井　則文 様 山合　健一 様（4）山城　洋三 様 山田　恭士 様（3）
山村　恭造 様 良村　敬子 様

掲載をご希望されない寄付者　　59名

※2017年5月20日現在
※（　　）は、古本募金開始からの寄付回数。

お電話から

大経大古本募金

フリーダイヤル     0120-29-7000
「大阪経済大学に寄付したいのですが」とお伝えください。

（受付平日9時～18時）

WEB で検索

古本募金のお申込は…

　大阪府公立学校の教員採用選考試験に現役合格し、高校教師と
して6年目を迎えた草葉康暢さん。大阪府立柏原東高校を経て、こ
の4月から大阪府教育センター附属高等学校(住吉区)に着任。社会
科教師、クラス担任として、多くの生徒たちに慕われている。

高等学校教諭：草葉康暢さん（経営情報学部［78回卒］）

　取材に訪れたのは5月11日(木)。4限目
の「世界史B」の授業を見学した。授業
開始のチャイムが鳴り、草葉先生が教
室に入ると、クラスの生徒たちから突
然、「Happy birthday to you」の大合
唱が。この日は草葉先生の誕生日だっ
たのだ。「こんなの初めてや。嬉しいな
ぁ」と思わず感激の表情に…。
　しかし授業が始まっても草葉先生は
一向に教科書を開く気配がなく、「友だ
ちの結婚式で出されたキャビアで体調
を崩した」という話を始めた。そして

「キャビアは世界三大珍味。あとの二つ
は何か知ってる?」と生徒たちに質問。
続いて「世界三大珍獣は何?」「世界三
大美女とは?」。さらに、「世界三大秘宝
は?」と問いかけて、ここからさりげな
く世界史に関する話がスタート。エジプ
トの至宝であるツタンカーメンの黄金マ
スクは、なぜ高い価値があるのかとい
う話題などに触れ、次にピラミッドの作
り方へ。生徒の興味や関心を上手に引
きつけながら、エジプトの歴史をわか
りやすく教えていく。
　「僕は授業の導入に一番力を入れてい
ます。最初の5分は全く関係のない話を
して、生徒を集中させてから本題に入
る。中だるみを防ぐため途中にも、一
度生徒を気分転換させるための工夫を
しています」と草葉先生。5年間の教員
生活で身につけた授業法だという。
　草葉先生が教員を志したのは「高校
生活の楽しさを伝えたかった」から。
教職課程を履修したのは3年生からだ
が、「本気でやれば間に合うのではない
かと思いチャレンジしました」。経営情

報学部でありながら社会科の教員免許
を取得するのは大変だったそうだが、

「教員になりたい思いが強く、同期の数
人と競い合い助け合いながら乗り切り
ました」。
　教員として心がけているのは「できる
だけ長い時間、生徒と関わること。い
ろいろな生徒を丁寧に見ていきたいん
です」。生徒たちの笑顔を見るのが何よ
り好きだということで、「毎日が新鮮で
す。生徒も日々成長していきますし、授
業に対する反応も日々異なりますから、
飽きることがない」と教職の魅力を語
る。教職課程に取り組む後輩には「学
部での勉強だけでなく、いろいろな経
験をしてほしい。そうすれば、授業で
使う話の引き出しも増えると思います」
とアドバイスしてくれた。

KAWARABAN

教職教職

長い時間関わることで
より丁寧に生徒を見ていきたい



VOICEVOICE
●山本和作 監督
　今日の試合では、ここぞとい
う場面で力を発揮できず残念な
結果になりましたが、課題が見
えた分、チームも選手も成長で
きると信じています。優勝する
可能性がある限り、気持ちを切
らさず最後まで戦い抜きます。

●片上敦基 主将（4年生）
　ミスさえなければ勝てる試
合。自分達の足りない部分と
大商大の強さが悪い方向に出
たゲームになりました。昨日、
今日と盛大に応援してくださっ
たみなさんに恩返しできるよ
う、残りの試合もがんばってい
きます。

●山部芳弘 監督
　早 の々失点は非常に痛かったですが、
後半、サイドの選手がカットインすること、
相手の背後のスペースに走ることをしっか
りと実践するなど、アグレッシブに戦って
くれた。決めきれなかったですが、ビハイ
ンドにも臆することなく、ふらふらになる
まで戦ってくれた選手たちを次はなんとし
ても勝たせてやりたいと思います。

●安田涼馬 主将（4年生）
　左ひざの靭帯損傷でベンチから声を
掛けるしかない状況でしたが、1部のチ
ームの強さを実感しています。2部でな
らカバーできていたミスも、失点につな
がってしまう。守備戦術をもう一度見直
し、選手間でも話し合いながら、初勝
利に向けて頑張っていきます。

　昨年11月、1部復帰の歓喜に沸いた
サッカー部。彼らが挑む24年ぶりの舞
台、関西学生リーグ戦が幕を開けた。
1年間に及ぶ長丁場の戦い、開幕から
厳しい戦いが続いていたなかで前期の
折り返し、第6節を迎えた。

全
て
を
出
し
切
っ
た 

天
王
山
・
首
位
決
戦

　

山
本
体
制
２
年
目
の
今
季
。

優
勝
争
い
か
ら
離
れ
て
い
た

昨
年
ま
で
と
は
変
わ
り
、
第

１
節
・
京
都
産
業
大
学
、
第

２
節
・
龍
谷
大
学
相
手
に
連

勝
を
収
め
、
４
勝
０
敗
の
勝

ち
点
２
で
首
位
に
。
そ
の
勢

い
の
ま
ま
迎
え
た
、
優
勝
候

補
筆
頭
大
阪
商
業
大
学
と
の

第
４
節
。
４
月
２２
日
の
１
戦

目
は
敗
れ
た
も
の
の
、
リ
ー

グ
制
覇
へ
負
け
ら
れ
な
い
２

戦
目
へ
と
臨
ん
だ
。

　

前
日
同
様
快
晴
の
空
の
下

迎
え
た
２３
日
。
吹
奏
楽
総
部

と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る

合
同
応
援
が
響
き
渡
る
な
か
、

　

４
月
２１
日（
金
）、
近
畿
六

大
学
準
硬
式
野
球
春
季
リ
ー

グ
最
終
戦
が
ベ
イ
コ
ム
野
球

場
で
行
わ
れ
３
―
２
で
甲
南

大
学
に
勝
利
し
、
１１
年
ぶ
り

に
春
季
リ
ー
グ
戦
を
制
覇
し

た
。
昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
も
優
勝
し
て
お
り
、
秋
春

連
続
優
勝
は
２４
年
ぶ
り
と
な

る
。

　

リ
ー
グ
開
幕
戦
の
神
戸
市

外
国
語
大
学
に
１４
―
２（
５

回
コ
ー
ル
ド
）で
圧
勝
す
る

と
、
破
竹
の
６
連
勝
を
飾
る
。

第
７
戦
、
リ
ー
グ
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
、
近
畿
大
学
と
の
一

戦
は
終
盤
ま
で
１
―
５
と
リ

ー
ド
を
許
し
敗
戦
濃
厚
の
展

開
で
あ
っ
た
が
、
驚
異
の
粘

り
で
同
点
に
追
い
つ
き
、
価

値
あ
る
引
き
分
け
に
持
ち
込

ん
だ
。
ラ
イ
バ
ル
の
近
畿
大

学
も
本
学
に
敗
れ
た
１
敗
の

み
で
追
走
す
る
な
か
、
本
学

が
８
勝
１
分
、
近
畿
大
学
が

７
勝
１
敗
１
分
で
最
終
戦
を

大
経
大
の
攻
撃
で
試
合
開
始
。

１
回
か
ら
２
番
藤
川
の
出
塁

や
３
番
中
村
が
盗
塁
を
試
み

る
な
ど
攻
め
の
姿
勢
を
見
せ
、

投
げ
て
は
堂
前
が
三
者
凡
退

で
抑
え
る
好
投
と
、
チ
ー
ム

は
上
々
の
立
ち
上
が
り
。
大

経
大
が
仕
掛
け
た
の
は
２
回
。

２
ア
ウ
ト
な
が
ら
、
６
番
植

村
を
１
塁
に
置
い
て
７
番
小

田
が
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の

タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
で

先
制
に
成
功
す
る
。
大
経
大

優
勢
で
進
む
か
と
思
わ
れ
た

が
、
５
回
裏
バ
ッ
テ
リ
ー
ミ

ス
で
、
１
点
を
失
う
と
６
回

７
回
と
続
け
て
失
点
。
逆
転

を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
終
わ

ら
な
い
の
が
今
年
の
大
経
大
。

８
回
９
番
井
関
が
４
球
で
出

塁
す
る
と
、
１
番
長
谷
川
の

送
り
バ
ン
ト
で
１
ア
ウ
ト
２

塁
。
逆
転
を
信
じ
一
層
高
ま

る
応
援
の
な
か
、
続
く
藤
川

が
セ
ン
タ
ー
前
に
タ
イ
ム
リ

ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
を
放
ち
大
き

く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
勢
い
に

乗
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ

の
後
は
追
加
点
な
ら
ず
。
８

回
３
人
目
市
口
が
三
者
凡
退

に
抑
え
る
も
、
９
回
も
攻
撃

が
続
か
ず
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

善
戦
も
あ
と
一
歩
及
ば
な
か

っ
た
。

秋
季
リ
ー
グ
戦
へ
の 

大
き
な
期
待

　

首
位
攻
防
戦
に
敗
れ
、
緊

張
の
糸
が
切
れ
そ
う
な
な
か
、

第
５
節
・
大
阪
学
院
大
学
と

の
戦
い
は
１
回
戦
、
最
終
回

３
点
リ
ー
ド
を
守
れ
ず
、
ま

さ
か
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫

す
る
も
、
２
回
戦
を
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
、
３
回
戦
は
平
田
・

堂
前
の
Ｗ
エ
ー
ス
の
活
躍
で

勝
利
を
も
ぎ
取
り
、
勝
ち
点

を
獲
得
し
た
。
最
終
節
・
神

戸
学
院
大
学
と
の
戦
い
。
優

勝
す
る
た
め
に
は
２
連
勝
が

条
件
で
あ
っ
た
が
、
１
回
戦

は
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
２

―
３
、
２
回
戦
は
１
―
３
で

連
敗
し
、
春
季
リ
ー
グ
戦
を

３
位
で
終
え
た
。
１９
季
ぶ
り

の
リ
ー
グ
制
覇
は
叶
わ
な
か

っ
た
が
、
一
歩
一
歩
確
実
に

成
長
し
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
念
願
の
リ
ー
グ
制

覇
を
成
し
遂
げ
る
未
来
は
そ

う
遠
く
は
な
い
。

優
勝
へ
の
布
石
!!

優
勝
候
補
と

大
一
番

硬式野球部硬式野球部硬式野球部

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
大阪経済大学 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2
大阪商業大学 0 0 0 0 1 2 1 0 X 4

関西六大学野球春季リーグ戦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
大阪経済大学 0 0 1 0 2 0 0 0 0 3
甲 南 大 学 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2

近畿六大学準硬式野球春季リーグ最終戦

サッカー部サッカー部サッカー部
立
ち
上
が
り
攻
め
ら
れ
る
も 

Ｇ
Ｋ
の
好
セ
ー
ブ
が
光
る

　

開
幕
ゲ
ー
ム
の
相
手
は
前

年
王
者
の
阪
南
大
学
。
序
盤

こ
そ
互
角
の
攻
防
を
展
開
す

る
も
の
の
、
徐
々
に
相
手
の

ペ
ー
ス
に
な
り
、
立
て
続
け

に
失
点
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば

０
対
７
で
の
敗
戦
で
、
１
部

の
強
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る

形
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
４

試
合
も
勝
ち
点
を
得
る
に
は

至
ら
ず
、
迎
え
た
第
６
節
、

大
阪
学
院
大
学
戦
に
臨
ん
だ
。

「
立
ち
上
が
り
の
失
点
は
防

ぎ
た
い
」。
山
部
監
督
と
選
手

た
ち
の
プ
ラ
ン
は
「
前
半
は

守
り
重
視
、
後
半
勝
負
」。
し

か
し
、
主
将
で
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
要
で
も
あ
る
Ｄ
Ｆ
安
田

が
、
負
傷
で
離
脱
の
状
態
。

不
安
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

開
始
早
々
か
ら
大
院
大
に
押

し
込
ま
れ
る
展
開
も
、
Ｇ
Ｋ

宮
内
の
ビ
ッ
グ
セ
ー
ブ
で
凌

ぐ
。
Ｍ
Ｆ
石
川
が
中
盤
の
深

い
位
置
で
ボ
ー
ル
を
受
け
て

試
合
の
組
み
立
て
を
試
み
る

が
ゴ
ー
ル
に
迫
れ
な
い
。
す

る
と
前
半
１５
分
、
Ｄ
Ｆ
が
ボ

ー
ル
を
奪
わ
れ
る
と
、
そ
の

ま
ま
ド
リ
ブ
ル
突
破
さ
れ
失

点
。
続
く
３６
分
に
は
コ
ー
ナ

ー
キ
ッ
ク
の
こ
ぼ
れ
球
を
押

し
込
ま
れ
て
０
―
２
と
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

優勝春季リーグ戦 常
勝
軍
団
、
全
国
の
頂
を
め
ざ
す

11年ぶりの

迎
え
た
。
勝
て
ば
優
勝
が
決

ま
る
大
一
番
、
粘
る
甲
南
大

学
を
３
投
手
の
継
投
で
振
り

切
り
、
９
勝
１
分
の
無
傷
で

１１
年
ぶ
り
の
栄
冠
を
手
中
に

収
め
た
。

　

２
０
１
３
年
以
来
の
全
日

本
大
学
準
硬
式
野
球
選
手
権

大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
す
本

学
は
近
畿
六
大
学
連
盟
代
表

と
し
て
関
西
選
手
権
大
会
に

出
場
し
た
。

　

準
決
勝
で
同
志
社
大
学
に

24年ぶりの最高峰1部リーグ開幕

サ
イ
ド
を
有
効
に
使
っ
て

ゴ
ー
ル
を
脅
か
す

　

プ
ラ
ン
は
崩
れ
た
も
の
の
、

後
半
は
「
サ
イ
ド
の
選
手
は

Ｆ
Ｗ
を
助
け
る
よ
う
に
」
と

い
う
監
督
の
指
示
を
実
行
。

中
央
か
ら
ワ
イ
ド
に
展
開
を

し
て
、
ボ
ー
ル
を
受
け
た
選

手
は
カ
ッ
ト
イ
ン
で
持
ち
込

む
プ
レ
ー
を
増
や
し
た
こ
と

で
優
勢
に
。
同
時
に
サ
イ
ド

バ
ッ
ク
や
中
盤
の
選
手
が
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
に
走
り
込
ん

で
、
大
院
大
を
か
く
乱
。
シ

ュ
ー
ト
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み

始
め
る
。
２
分
に
は
、
Ｍ
Ｆ

川
﨑
の
強
烈
な
ミ
ド
ル
シ
ュ

ー
ト
。
続
い
て
Ｄ
Ｆ
神
田
の

右
か
ら
の
ク
ロ
ス
に
Ｍ
Ｆ
山

村
が
合
わ
せ
る
も
枠
の
外
。

応
援
団
に
得
点
を
予
感
さ
せ

る
プ
レ
ー
が
相
次
ぐ
。
攻
め

を
意
識
し
た
こ
と
で
、
相
手

の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
受
け
る
場

面
も
多
く
な
る
が
、
Ｄ
Ｆ
陣

が
踏
ん
張
り
、
サ
イ
ド
チ
ェ

ン
ジ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

ジ
を
繰
り
返
し
て
攻
め
る
も

ゴ
ー
ル
は
遠
く
、
得
点
に
は

至
ら
ず
。
後
半
は
失
点
こ
そ

な
か
っ
た
も
の
の
、
得
点
を

奪
う
こ
と
は
で
き
ず
に
悔
し

い
敗
戦
。
初
勝
利
は
持
ち
越

し
に
な
っ
た
が
、
後
半
の
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
戦
い
ぶ
り
は
、

次
戦
以
降
に
期
待
を
抱
か
せ

た
。

２
―
４
で
敗
れ
る
も
、
関
西

大
学
と
の
３
位
決
定
戦
に
勝

利
し
、
８
月
に
香
川
県
で
開

催
さ
れ
る
「
文
部
科
学
大
臣

杯
第
６９
回
全
日
本
大
学
準
硬

式
野
球
選
手
権
大
会
」
へ
の

出
場
が
決
定
し
た
。
４
年
前

の
同
大
会
で
は
１
回
戦
で
敗

退
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の

清
瀬
杯
優
勝
に
続
き
、
今
回

は
全
日
本
大
学
準
硬
式
野
球

選
手
権
大
会
で
頂
点
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
。

準硬式野球部準硬式野球部準硬式野球部

経スポ経スポ経スポ

　

昨
年
、
同
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
巨
人
・
オ
リ
ッ
ク
ス
で
プ
レ
ー

し
た
山
本
和
作
氏
を
監
督
に
迎
え
、
新
体
制
と
な
っ
た
硬
式

野
球
部
。
5
位
で
終
え
た
昨
年
の
春
季
リ
ー
グ
と
は
異
な
り
、

第
３
節
ま
で
負
け
な
し
で
首
位
を
独
走
。
優
勝
候
補
と
目
さ

れ
る
大
阪
商
業
大
学
と
の
第
４
節
を
迎
え
た
。

大
躍
進切

り
拓
け
！

新
た
な
時
代
を

４年ぶり全
日本大学

準硬式野球
選手権大会

出場
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第95回 関西学生サッカーリーグ（前期）
1部リーグ


